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タンパク
質のフォールディング、ミ

スフォールディング、アミロイド線
維形成機構、生体関連分子の分子間相互
作用の解明、作物の多収性に関する遺伝・育種
学的研究、トランスポゾン（転移因子）を利用した
植物の遺伝子機能解析、培養技術を利用した有用植
物の開発、植物の陸上進出、有性生殖、園芸作物
の品質、非食用油脂生産植物の利用、植物の
生体防御物質の同定、資源循環、微生物
農薬、環境応答の遺伝的メカニズ
ム、植物工場、環境バイオリアク
ターシステム、各種動物の胚
性幹細胞樹立に関する
研究、核の初期化と
発生、硬組織形
成の分子機
　構、

海産無脊
椎動物の進化発生学、貝

殻形成に関与する遺伝子、タンパ
ク質の解析、クローン動物、遺伝子導入

による動物の脂質改変、哺乳類の生殖を制御
する遺伝子の解析、有害物質を排出するトランス
ポータータンパク質の機能の解析、動物実験による

食品成分の機能性の検討、ウメの二次代謝産物
の機能性に関する研究、食品の品質保持と
安全性に関する研究、食品の品質保持
と品質制御技術に関する研究、微生
物農薬の開発、食中毒など食品
媒介感染症対策に関する研
究、食品企業の商品開発
マネジメントに関す
る研究、生体情
報の統計解
　析、

有機・無機機能 性材料のカソ
ード、ルミネセンス解析、ソフト リソグラフィを用いたマイクロ

バイオデバイスに関する研究、高血圧およびその続 発症の原因の解明と治療法の開発、ナノ無機・有機複
合材料による医療機器の創製、血液透析シミュレータ開発、医療機器の安全使用に関する研究、体外循環技術習得のための教育用シミュレータシ

ステムの開発、人工臓器内の血栓生成の抑制に関する研究、師範学校専門学校程度昇格過程の研究、文検『歴史科』の研究、新しい政治学、異文化接触場
面におけるコミュニケーション、英語語彙習得、動物の発生工学並びに遺伝子組換えに関する研究、遺伝子クローニングと遺伝子構造の解明、高圧NMR
によるタンパク質構造の解析とさまざまな分野への圧力の応用、動物の生態、形態、外来動物、生体高分子の計算科学、幹細胞・生殖細胞の分化、ク
ローン動物の発生、動物資源保存技術および発生工学技術開発に関する研究、真空紫外光による植物変異育種技術の開発、コケをモデルにし
た植物耐病性機構の解明、有機・無機機能性材料のカソード、ルミネセンス解析、ソフトリソグラフィを用いたマイクロバイオデバイスに関す
る研究、高血圧およびその続発症の原因の解明と治療法の開発、ナノ無機・有機複合材料による医療機器の創製、血液透析シミュレータ
開発、医療機器の安全使用に関する研究、体外循環技術習得のための教育用シミュレータシステムの開発、人工臓器内の血栓生
成の抑制に関する研究、植物資源由来のバイオ燃料、バイオプラスチック開発、膜状センサ・アクチュエータによる振動・音

響制御、支援ロボットと義足ロボット（インテリジェント義足）の研究、人間支援ロボットの開発、バイオエレクト
ロニクス材料薄膜の創製と医療デバイス応用、電子デバイスプロセスを用いたバイオデバイ

スの研究、新規な生体材料の探索とそのバイオデバイス応用、リハビリ支
援ロボット、神経系モデルの特性解析、

哺 乳
動物初期

胚の発生制御
機構の解明、和牛
の枝肉形質バイオマー
カー開発、コラーゲンの高
次構造変化の解析と細胞活性
化機構の解析、自己免疫疾患の
病因解明・早期診断マーカーの
開発、農産資源のプロテオーム解
析、果実の食品機能性の解明・加
工技術の開発、生物の全体像を
ゲノムDNA配列から読み取る、
食品生産にかかわる微生物と
人とのかかわり合いの解析、
腸内細菌と健康、代謝と
転写、人間生活の快
　適性向上、

師 範
学校専門学

校程度昇格過程
の研究、文検『歴史

科』の研究、新しい政治
学、異文化接触場面における
コミュニケーション、英語語彙習
得、動物の発生工学ならびに遺伝
子組換えに関する研究、施設植物
生産システム、タンパク質による細
胞認識機構の解明、周期構造媒質
の電磁波現象、電磁波散乱・回折現
象の数値解析、教科外領域のカリ
キュラムおよび評価、稚魚選別シ
ステムの自動化、福祉・医療・生物
関連のロボットの開発、精子に
存在するRNAに関する研
究、古生物再生に関

する研究

バイオマ
テリアルの開発、衝
突・転倒による安全性評
価、筋力トレーニングの
生体機能に与える

影響、
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音の計
測・音による計測・音の

制御、生体画像処理、計測、キ
ラル媒質にお け る 電 磁

場、カーボンマ イクロコイ
ルと電磁波の相 互 作 用、統計・情
報理論に基づく 生命・生体情報解析、確
率過程の時間-周 波数解析法、生体システ
ムの統計数理モデ リング、生命現象の数理、
リズム振動、パター ン形成、自己組織化、音
楽絵画等芸術作品視 聴時の脳の情報処理
解析、感情音声合成、 セ ン サ
ー、センシング技術、視 覚情報処
理機構の心理物理学的解 析、眼球運
動制御系の数理モデル解析、バイオ
ロボティクス、インテリジェント
防災、宇宙用インフレー

タブルズ、

適応構
造、膜構造、物体の画

像計測、ロボットによる物体
ハンドリン グ、組合せ最
適 化 問 題 に関するアル
ゴリズムの 研究、 使いやすい製
品設計のためのシミュ レーション、ユニ
バーサルデザインに関す る研究、最適設計
に関する研究、設計にお ける曖昧性の評価
手法の研究、知覚白色 度の定量的評価、
生体信号の計測と その解析、生体信号
を利用し た福祉機器の開発、
W e bシ ステムの開発、生体組
織 の 力 学 的特性および力学的適
応制御機構に関する研究、顎関節
の生体力学的研究、太陽光エ
ネルギーの効率的利用

システム、

植物や微生物の持つ機能を理解し、食糧生産や環境保全などの課題解決に貢献する

遺伝子と生命を多面的・総合的に探究し、食物生産、医療、環境などの分野で貢献する

科学的アプローチで、食の安全を守り、機能に優れた食を追究する

生命のシステムを明らかにして、医療、福祉、環境に役立つシステムを創造する

人にやさしい機械・機器をデザインし、福祉・ユニバーサル社会に貢献する

医学・工学・臨床経験に精通した医療エンジニアをめざす〈臨床工学技士（国家試験受験資格）をめざせます〉

生物工学科
遺伝子工学科
食品安全工学科
システム生命科学科
人間工学科
医用工学科

●法学部 ●経済学部   ●経営学部 ●理工学部 ●建築学部 ●薬学部 ●文芸学部     
●総合社会学部  ●農学部  ●医学部   ●工学部  ●産業理工学部  ●短期大学部

生物工学科 遺伝子工学科 食品安全工学科 システム生命科学科 人間工学科 医用工学科

●生物理工学部の6学科でめざす「生物メカニズムの工学技術への応用」

和歌山キャンパス／〒649-6493 和歌山県紀の川市西三谷930　事務部入試係
TEL.（0736）77-3888

U R  L http://www.waka.kindai.ac.jp
E-mail  bost-kym@waka.kindai.ac.jp和歌山キャンパスアクセス ◆JR阪和線／紀伊駅下車、バス約20分

センター試験を受験した人は、その結果を最大限に利用しよう！

近畿大学 平成25年度入試日程

出願手続きは　　　　　 な
インターネット出願で!

試
験
日
自
由
選
択
制

試
験
日
自
由
選
択
制

学　部 試験日
平成25年
2月11日（月）
2月12日（火）
試験日自由選択

平成25年
2月13日（水）
2月14日（木）
試験日自由選択

平成25年
2月24日（日）

受付中～
2月1日（金）
〈消印有効〉
※2月4日（月）のみ
　持参受付
　（東大阪キャンパス）

〈消印有効〉
※2月28日（木）のみ
　持参受付
　（東大阪キャンパス）

出願期間 合格発表

経 済 学 部
理 工 学 部
総合社会学部

農 学 部
産業理工学部
短 期 大 学 部

法 学 部
経 営 学 部
建 築 学 部
薬 学 部

文 芸 学 部
生物理工学部
工 学 部

法 学 部
経 済 学 部
経 営 学 部
理 工 学 部
建 築 学 部
文 芸 学 部

総合社会学部
農 学 部
生物理工学部
工 学 部
産業理工学部

一般入試・前期（B日程）

学　部 試験日

平成25年
3月8日（金）
3月9日（土）
試験日自由選択

平成25年
3月8日（金）

〈消印有効〉

〈消印有効〉

平成25年
3月19日（火）

平成25年
2月1日（金）～
2月27日（水）

出願期間 合格発表
一般入試・後期

試験日・出願期間・
合格発表は
一般入試・前期
（B日程）と同じ

試験日・出願期間・
合格発表は
一般入試・後期と
同じ

★芸術学科を除く

※入試や出願に関する詳細は、入試要項またはホームページにてご確認ください。

学　部

受付中～
1月30日（水）

平成25年
2月15日（金）

出願期間 合格発表

法 学 部
経 済 学 部
経 営 学 部
理 工 学 部
建 築 学 部

薬 学 部
文 芸 学 部
総合社会学部
農 学 部
生物理工学部

医 学 部 医 学 部

工 学 部
産業理工学部
短 期 大 学 部

法 学 部
経 済 学 部
経 営 学 部
理 工 学 部
建 築 学 部

薬 学 部
文 芸 学 部
総合社会学部
農 学 部
医 学 部

生物理工学部
工 学 部
産業理工学部
短 期 大 学 部

法 学 部
経 済 学 部
経 営 学 部
理 工 学 部
建 築 学 部

薬 学 部
文 芸 学 部
総合社会学部
農 学 部
生物理工学部

工 学 部
産業理工学部
短 期 大 学 部

C方式（中期）

学　部

平成２5年
2月1日（金）～
3月4日（月）

平成２5年
3月19日（火）

出願期間 合格発表
C方式（後期）

学　部
PC方式（前期）

学　部
PC方式（後期）

※大学入試センター試験を利用した入試です。
※本学の個別学力試験は課しません。

※一般入試・前期（B日程）と
　大学入試センター試験の
　点数を利用した入試です。

※試験日自由選択は、同一学部・学科および専攻・コースを
　2日間受験することもできます。

※試験日自由選択は、同一学部・学科および専攻・コースを
　2日間受験することもできます。

※一般入試・後期と大学入試センター
　試験の点数を利用した入試です。

※大学入試センター試験を利用した入試です。
※本学の個別学力試験は課しません。

生物理工学部（平成24年度入試）
センター試験の結果を利用した合格者

名350
●平成24年度合格実績・
　（  ）内は募集人員
C方式前期191名（35名）
C方式中期74名（23名）
C方式後期28名（17名）
PC方式前期37名（12名）
PC方式後期20名（12名） 
※実績数は、延べ人数

生
物
理
工
学
部

入
試
T
O
P
I
C
S

※中学校・高等学校教諭一種免許状の取得が可能です。（医用工学科は高等学校教諭一種免許状のみ）

■将来予想される進路 ： 医薬品業界MR職、化学薬品業界研究・開発職、食品業界企画研究・開発職、
　農業関連業界研究・開発職、化粧品業界研究・開発職、民間・公的研究機関、教員、公務員　など

■将来予想される進路 ： 医薬品業界ＭＲ職、医薬品業界研究・開発職、化粧品業界研究・開発職、
　化学薬品業界研究・開発職、食品業界開発職、クリニック・医療業、研究機関、教員、公務員　など

■将来予想される進路 ： 食品業界研究・開発職、化学薬品業界研究・開発職、化粧品業界研究・開発職、
　医薬品業界研究・開発職、医療・保健業、研究機関、教員、公務員　など

■将来予想される進路 ： 情報通信関連企業研究・開発職、医療福祉機器メーカー研究･開発職、情報ネットワークシステム
　開発・技術職、ソフトウェアシステム開発・技術職、家電・自動車メーカー研究･開発職、研究機関、教員、公務員　など

■将来予想される進路 ： 住宅機器メーカー研究・開発職、スポーツ・健康機器関連企業、自動車メーカー研究・
　開発職、家電メーカー研究・開発職、エネルギー関連企業研究・開発職、教育研究機関、教員、公務員　など

■将来予想される進路 ： 病院等医療機関、大学等研究機関、医療機器メーカー研究・開発職、分析機器メーカー
　研究・開発職、測定機器メーカー研究・開発職、産業用機械メーカー研究・開発職、教員、公務員　など

★

法 学 部
経 済 学 部
経 営 学 部
理 工 学 部
建 築 学 部

文 芸 学 部
総合社会学部
農 学 部
生物理工学部
産業理工学部

★芸術学科を除く

★

生物理工学部
理学 工学

農学 医学

システム
生命
科学科

人間
工学科

遺伝子
工学科

医用
工学科

食品安全
工学科

生物
工学科

Faculty of B iology-Or iented Science and Technology
生物理工学部

入学センター  TEL.（06）6730-1124（イイニュウシ） http://kindai.jp

ガイドに従って
簡単に入力ができます。

24時間いつでも
出願できます。

1出願につき3,000円の
入学検定料割引が適用されます。

近
畿
大
学 

生
物
理
工
学
部
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
進
行
中！

世
の
中
を
変
え
て
い
く
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
！

食
糧
問
題
や
資
源
の
枯
渇
、疾
病
予
防
な
ど
、こ
れ
か
ら
の
人
類
と
地
球
環
境
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
は「
生
物
」の
中
に
。

近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部
で
は
、生
物
が
持
つ
巧
妙
で
優
れ
た
機
能
を
解
明
す
る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
を
追
究
。

工
学・農
学・理
学・医
学
な
ど
が
融
合
し
た
学
び
か
ら
、先
端
技
術
を
用
い
て
、社
会
に
役
立
つ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。

近
畿
大
学
生
物
理
工
学
部
で
は
、人
間
の
暮
ら
し
を
革
新
的
に
変
え
て
い
く
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
が
進
行
中
！

がんばれ受験生！ボ  ス   ト

マスコットキャラクター
BOSTくん

生物理工学部


